
赤：平成３０年度中に着手すべき（５３項目）→４９項目着手

黄：令和元年度中に着手すべき　（３８項目）→２１項目着手
令和２年度に重点的に取組む事項 青：令和２年度以降に申し送るべき（９項目）→　３項目着手

通番 基本方針 取組みの方向性 施策 成果・進捗状況

1 1
住民の医療需
要が変化して
も、適切な医
療が受けられ
ること

1-1
市内医療資源の最
適配分に向けた医
療機関等の連携強
化

医療機関間の役割分担 医療機能における役割分
担

・市内医療機関の関係者等を交えた高梁市医療機関連
携推進部会を年４回開催している。
（令和元年度）
・有漢診療所を令和元年１２月１日から有漢地域セン
ター内へ移転。
（令和２年度）
・市内医療機関の特性・連携状況をわかりやすくまと
めたポスターを作成。
・川上診療所から歯科部分を独立させ、新たに川上歯
科診療所を４月１日から配置。

2 担当地域における役割分
担

・同上

3 医療機関同士が共同で
実施する取組み

採用・配置等の人材政策

教育機関と連携した採用
強化

（平成３０年度）
・１１月６日に吉備国際大学で看護の魅力ガイダンス
を開催。
（令和元年度）
・７月１日に吉備国際大学で看護の魅力ガイダンスを
開催。
・８月８日に小中学生を対象に広がる子どもの夢事業
で医療現場体験を吉備国際大学で実施。
・１０月２４日、１１月２８日に高梁高校で方谷学と
して医療に関する講義を実施。
・１１月の校園長会で、キャリア教育として医療介護
出前講座の提案。
（令和２年度）
・７月の校園長会で、キャリア教育として医療介護出
前講座の提案。

4 医療機関間での医療従事
者の異動、出向・派遣

（平成３０年度）
・看護師が現時点で約２０名不足している状況を把握
した。
・診療所から病院へ放射線技師の異動が成立。

5 業務負荷を分散しつつ、
医療提供体制を維持する
仕組みの検討

医療提供拠点の配置適正
化

（令和元年度）
・有漢診療所を１２月１日から有漢地域センター内へ
移転。

6 小児科の診療時間調整 （令和元年度）
・市内病院へ小児救急の調査を実施。
・小児医療（救急含む）の現状を関係者で共有し、時
間別の救急件数から現在の診療時間のままで対応する
こととなった。
・緊急性のない電話連絡の件数も少なくないことから
＃８０００の普及に努めていく。（市HPへUP済）

7 総合診療医の配置を含め
た検討

8 診療科の充実要望の優先
順位付け

9 設備の共有・共同購入 （平成３０年度）
・同じ業者から医療材料の購入に向け始動。

10 連携体制構築を実効的な
ものにするための検討

医療現場のスタッフの理
解深化

11 病床数の検討

12 特に手当てを要する地域

13 特に手当てを要する医療
機能や診療科

（令和２年度）
・感染症に対応する病床整備に対する補助制度を新
設。

14 1-2-2
遠隔診療等の先進的テーマや新たなサービ
スモデルについて必要性を見極めてテーマ
を選定し、技術調査や参考事例調査を実施
した上で、投資対効果が見込まれる事業に
ついて検討します。

政策的に推進されてい
るテーマの把握

15 技術動向や導入事例の
調査

（令和２年度）
・遠隔診療等の先進的な取組みを実施している地域へ
の視察経費を計上。

16 試験事業の検討

17 1-3-1
市内医療機関で連携して、市外医療機関と
の送患協定の締結等の連携強化に向けた検
討を進めます。

高度急性期医療を担う
市外の中核病院との連
携

・平成２８年度ＫＤＢ、後期高齢者レセプトデータに
より高度急性期・急性期で多くの市民が入院している
病院は以下のとおり。
 倉敷中央病院９００人　川崎医科大学付属病院６００人
 岡山大学病院１７０人　岡山赤十字病院１４０人
 国立病院機構岡山医療センター１１０人
（令和元年度）
・市外の中核病院と連携協定を締結する意向を関係者
で共有した。
・３月２５日に岡山大学病院院長と協議を実施。
（令和２年度）
・７月２２日に岡山大学病院、高梁医師会、市の３者
で調印式を実施。

18 市外の分娩可能施設と
の連携

（平成３０年度）
・市内クリニックから市外の分娩施設へ紹介する体制
が既に構築されていることを再確認した。

19 市内医療機関から市外
医療機関へ患者を紹介
する仕組み

（平成３０年度）
・市内医療機関へ送患状況の調査を実施した。

                                高梁市医療計画の成果・進捗状況                         

1-1-1
医療従事者の採用・配置等の人材政策や医
療提供拠点の配置適正化等について市内医
療機関等が連携強化して取り組む体制の構
築に向け、市内医療機関と教育機関が連携
して検討を推進します。

考えられる検討事項

1-2-1
医療の供給強化が必要な範囲を特定した上
で、投資対効果が見込まれる事業につい
て、公的支援も含めた検討を推進します。

公的支援が必要な範囲

1-3
市内医療機関が一
体となった市外医
療機関との連携パ
ス構築

1-2
医療提供体制の充
実に向けた新たな
政策的対応の検討

資 料 １
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通番 基本方針 取組みの方向性 施策 成果・進捗状況考えられる検討事項

20 市外医療機関で入院し
た後、市内医療機関へ
の転院や退院に向けた
連携

・同上

21 2
医療従事者が
誇りを持って
働ける、持続
可能な地域医
療

2-1
医療従事者の労働
環境改善

2-1-1
医療従事者の働き方改革に向けて、市内医
療機関が連携して検討を進めます。

組織横断的な人事異
動、人事配置のあり方

22 業務の効率化 患者とのコミュニケー
ションに充てる時間を確
保できるようにするため
の業務改善

（令和元年度）
・看護師等の労働環境改善に関するアンケート調査を
市内病院看護師を対象に実施し、取りまとめを行っ
た。

23 医師や看護師を中心とし
た業務量の偏在を解消す
るための役割分担の見直
し

・同上

24 労働時間の改善 24時間対応の緩和に向け
た施設間連携

・訪問看護ＳＴの情報交換会を年４回開催。

25 待遇の改善 業務負荷等に見合った待
遇の改善に向けた検討

26 待遇の改善 職住近接支援 ・市の引越費用等の助成事業について、平成３０年度
２件、令和元年度２件の申請が看護師からあった。

27 2-2
医療従事者間のコ
ミュニケーション
改善

2-2-1
所属組織や職種を超えて医療現場に従事す
るスタッフの意見を交換する機会を設けま
す。

職種間での交流機会の
増加

在宅医療・介護連携推進
協議会

・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会を年３回開催
している。

28 多職種連携研修会 ・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会において、年
に２回多職種連携研修会を開催している。

29 市内医療機関で合同の研
修会

・高梁かんごねっとでは、看護師のリーダー育成研修
を市内４病院を会場に４回開催している。その他、
フィジカルアセスメント研修などスキルアップ研修を
１０回以上開催している。
（令和元年度）
・備北保健所が高梁医師会へ委託している「高梁地域
在宅医療推進に向けた体制整備事業」を令和元年度か
らは市の委託事業として継続した。

30 職種間での交流機会に
対する医師の参加の促
進

（平成３０年度）
・多職種連携研修会では、医師による働きかけにより
新たに４名の医師が研修会に参加。

31 情報共有のルール整備 入退院における支援ルー
ル

・多職種が連携し、スムーズな入退院支援を行うこと
を目的に高梁市内の入退院支援ルールを作成してい
る。その中で、病院、在宅担当者が円滑に患者さんの
情報を共有し、コミュニケーションが図れるよう高梁
版情報共有書を作成し、有効活用している。

32 2-3
医療従事者の能力
開発・育成機会の
創出

2-3-1
医療従事者の能力開発・育成に向けて、市
内医療機関と教育機関が連携して検討を進
めます。

プライマリ・ケア領域
の強化

小児領域を含めたプライ
マリ・ケア

（平成３０年度）
・産科医・小児科医参集の母子保健連絡会（市健康づ
くり課所管）が立ち上がった。

33 2-3
医療従事者の能力
開発・育成機会の
創出

2-3-1
医療従事者の能力開発・育成に向けて、市
内医療機関と教育機関が連携して検討を進
めます。

患者の満足度向上 患者対応の改善

34 多忙な医療従事者も研
修に参加できる環境の
構築

業務負荷を分散する調整
スキーム設計

（令和元年度）
・看護師等の労働環境改善に関するアンケート調査を
市内病院を対象に実施し、取りまとめを行った。

35 学びやノウハウ共有に
向けたヨコの繋がり支
援

組織横断的な教育・研修
の検討

・看護師を対象にリーダー育成研修や緩和ケア、皮
膚・排泄ケア等の研修を順次実施。
（令和元年度）
・摂食、嚥下研修会を８月２１日に開催し、多職種１
１０名が参加。

36 現場に活かせる教育プ
ログラムの検討

教育機関による卒業後を
見据えた研修の取組み

・吉備国際大学、順正高等看護福祉専門学校では、高
梁医師会と連携し、「看護の魅力ガイダンス」を開催
し、地域で働く医師や看護師等が授業を実施。
（H30.11.6/R元.7.1）

37 2-4
医療従事者確保に
向けた連携強化

地域合同での医療従事
者確保に向けた体制づ
くり

本市の定住施策と連携し
た取組み

・平成３０年度２件、令和元年度２件の申請が看護師
からあった。

38 人材が必要な時期、場
所、職種、人数、スキ
ルの明確化

39 医師確保に向けたアプ
ローチ

岡山大学医学部地域枠卒
業医師の獲得

・各医療機関の代表者や行政が県地域医療支援セン
ター主催のＷＳへ参加し、地域医療を担う医師を地域
で育てるための意見交換を行った。

40 医療法等改正の動向を踏
まえた県へのアプローチ

（令和元年度）
・７月２９日、１１月２７日に地域医療構想調整会議
で医師確保計画、外来医療に係る医療提供体制計画の
協議を行った。

2-4-1
地域全体の将来的な見通しを持った採用戦
略の策定に向けて、市内医療機関と教育機
関が連携して検討を進めます。
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通番 基本方針 取組みの方向性 施策 成果・進捗状況考えられる検討事項

41 看護師確保に向けたア
プローチ

本市の医療従事者養成学
校における、地域医療の
魅力を伝えるカリキュラ
ム等の市内就職を促す取
組み

（平成３０年度）
・１１月６日に吉備国際大学で看護の魅力ガイダンス
を開催。
（令和元年度）
・７月１日に吉備国際大学で看護の魅力ガイダンスを
開催。
・８月８日に小中学生を対象に広がる子どもの夢事業
で医療現場体験を吉備国際大学で実施。
・１０月２４日、１１月２８日に高梁高校で方谷学と
して医療に関する講義を実施。
・１１月の校園長会で、キャリア教育の一環で医療現
場に触れることを授業に組み込めないか提案。
（令和２年度）
・６月２２日、２３日に吉備国際大学看護学科の学生
を対象に地域医療における高梁市の取組みを紹介。
・ＤＶＤ「高梁市の医療」を市内中学校、高校へ配
布。

42 市外の医療従事者養成学
校の学生に向けた、市内
医療機関で一体となった
PR

・４病院、医師会、市が一体となり、市内外の医療従
事者養成学校へ働きかけを行っている。卒業生へのア
プローチも依頼。
（令和元年度）
H31.4.18 順正高等看護福祉専門学校、吉備国際大学、
岡山・建部医療福祉専門学校、県立真庭高等学校、新
見公立大学(5校)
H31.4.23 岡山県立大学、川崎医療短期大学、倉敷翠松
高等学校、倉敷看護専門学校、玉野総合医療専門学
校、旭川荘厚生専門学校(6校)
・８月１３日に市内病院見学会を開催し７名が参加。
（令和２年度）
R2.7.15 順正高等看護専門学校、新見公立大学
R2.7.16 県立真庭高等学校
・１０月３１日に市内病院見学会を予定。

43 本市で働くことの魅力
のPR

本市で働いている優れた
医療従事者のPR

（平成３０年度）
・高梁医師会で看護師募集のＣＭを作成。
（令和元年度）
・市では行政放送で地域枠医師や看護師を取材。

44 高梁で実現できるキャリ
アプランの明確化

45 市内医療機関を知る機
会の増加

研修受入れの増加 （令和元年度）
新たに順正高等看護福祉専門学校では、６月に高梁中
央病院、大杉病院で６名が基礎実習に参加。１２月に
も高梁中央病院で３名が実習に参加。

46 奨学金制度の普及・改
善

（平成３０年度）
・吉備国際大学や順正高等看護専門学校の合格通知の
送付、オープンキャンパス、入学時オリエンテーショ
ンの際に市奨学金チラシを配布することとした。
・１度県南の病院等へ就職されても５年以内に市内の
医療機関等へ就職される意思がある場合は、その間、
返還を猶予できるよう規程を改正した。

47 2-4-2
市内医療機関における研修の質を向上させ
採用に結びつくことを目指して、市内医療
機関と教育機関が連携して検討を進めま
す。

本市で働くことの魅力
のPR

本市で働いている優れた
医療従事者のPR

（平成３０年度）
・高梁医師会で看護師募集のＣＭを作成。
（令和元年度）
・市では行政放送で地域枠医師や看護師を取材。

48 高梁で実現できるキャリ
アプランの明確化

49 市内医療機関を知る機
会の増加

研修受入れの増加 （令和元年度）
・新たに順正高等看護福祉専門学校では、６月に高梁
中央病院、大杉病院で６名が基礎実習に参加。１２月
に高梁中央病院で３名が実習に参加。

50 奨学金制度の普及・改
善

（平成３０年度）
・吉備国際大学や順正高等看護専門学校の合格通知の
送付、オープンキャンパス、入学時オリエンテーショ
ンの際に市奨学金チラシを配布することとした。
・１度県南の病院等へ就職されても５年以内に市内の
医療機関等へ就職される意思がある場合は、その間、
返還を猶予できるよう規程を改正した。

51 研修内容の検討 （平成３０年度）
・４病院の研修制度を把握するため、看護師確保に関
するアンケート調査を実施。

52 研修受入れ先の職場環
境改善

53 離職者の把握に向け
た、地域で一体となっ
たシステム構築

54 離職者へのPR

55 労働時間の改善（再
掲）

24時間対応の緩和に向け
た施設間連携

・訪問看護ＳＴの情報交換会を年４回開催。

56 その他の復帰支援の取
組みの検討

57 3
子どもを産み
育てやすいま
ちを目指した
出産・子育て
サポート体制
の整備

3-1
市政の方針や人口
ビジョンを踏まえ
た政策的対応の検
討

3-1-1
保育・教育等の関連分野と連携し、予算制
約等を踏まえた現実的な取組みについて関
係者間での検討を進めます。

市内の医療機関が担う
べき役割

（平成３０年度）
・市内で分娩施設の設置が現実的ではないこと、現行
の多様な出産、子育て支援サービスにより妊産婦の不
安は少ないことを共有した。今後は、子育て世代では
ない市民にもサポート内容を周知していく。

58 周産期医療を担う人材
の育成・確保

助産師の育成・確保

59 産科医確保に向けた検討

60 医療機関間での周産期医
療を担う人材の出向・派
遣

2-4-3
潜在看護師をはじめとした離職者の把握、
復帰支援について、市内医療機関、教育機
関と連携して検討を進めます。
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通番 基本方針 取組みの方向性 施策 成果・進捗状況考えられる検討事項

61 市外医療機関との連携 出産サポートにおける役
割分担

62 関連分野との連携 出産直後の自宅生活サ
ポート

63 出産に関する相談体制整
備

64 市内の医療機関が担う
べき役割

65 小児医療を担う人材の
育成・確保

小児科医の育成・確保

66 小児医療を含めたプライ
マリ・ケア領域の強化
（再掲）

67 関連分野との連携 子育てに関する相談体制
の整備

68 出産・子育てに関し
て、受けられるサポー
トや利用できるサービ
スのPR

69 医療側が行うことの検
討

・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会において、年
に２回多職種連携研修会を開催している。

70 医療側が介護・福祉分
野に求めることの検討

71 教育機関が医療機関と
連携して行う取組みの
検討

専門学科の学生による地
域貢献

・吉備国際大学では、平成２９年度から教養科目に
「地域学概論」「地域貢献ボランティア」を新設し、
ミニデイサービスや健康福祉のつどいの場で骨密度の
測定などにより介護予防の普及啓発を実施している。
（平成３０年度）
・高梁高校の進路担当者へ市内大学等への入学状況確
認を行った。

72 やまぼうしの活用 診療情報の共有スキーム
の構築

（令和元年度）
・６月７日の連携支援システム検討部会にてＷＥＢ会
議システムの操作説明会を実施。
・９月２７日の連携支援システム検討部会にてやまぼ
うしの基本操作の説明会を実施。
（令和２年度）
・６月２６日に高梁医師会主催で晴れやかネット
シェアメド説明会を実施。

73 退院時カンファレンス
への参加職種の拡大

（平成３０年度）
・ＷＥＢ会議を活用した事例はあったが、今後の実用
化に向けて検証が必要。

74 職種間での交流機会の
増加

在宅医療・介護連携推進
協議会

・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会を年３回開催
している。

75 多職種連携研修会 ・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会において、年
に２回多職種連携研修会を開催している。

76 市内医療機関で合同の研
修会

・高梁かんごねっとでは、看護師のリーダー育成研修
を市内４病院を会場に４回開催している。その他、
フィジカルアセスメント研修などスキルアップ研修を
１０回以上開催している。
（令和元年度）
・備北保健所が高梁医師会へ委託している「高梁地域
在宅医療推進に向けた体制整備事業」を令和元年度か
らは市の委託事業として継続。

77 情報共有のルール整備 入退院における支援ルー
ル

・多職種が連携し、スムーズな入退院支援を行うこと
を目的に高梁市内の入退院支援ルールを作成してい
る。その中で、病院、在宅担当者が円滑に患者さんの
情報を共有し、コミュニケーションが図れるよう高梁
版情報共有書を作成し、有効活用している。

78 通院手段の充実 交通アクセスの空白地帯
となっているエリアを中
心として、生活福祉バス
や乗合いタクシーの活用

（令和元年度）
・市内病院を中心に路線バスや乗合いタクシーの活用
状況等の意見交換を実施。

79 バスの時刻と診療時間の
調整

・既に病院の地域連携室等の職員がバス時刻に間に合
うよう配慮している。

80 生活支援 在宅療養中の生活支援 ・高梁市社会福祉協議会では、福祉事業の概要を取り
まとめている。

81 入院中の生活支援

82 救急サポート体制の充
実

・独居の高齢者を対象に平成２２年度から救急医療情
報キットを配布。これまでに延べ５，８７３名（R2.5
月末）が登録され、迅速な救命活動に役立てている。

83 家族へのサポート体制
の充実

空床活用による在宅医療
患者の短期入院受入れ

84 医療従事者の確保 在宅医の確保

85 訪問看護師の確保

86 医療従事者等の役割の
見直し

研修等による在宅医療の
周知啓発

・高梁市在宅医療・介護連携推進協議会において、年
に２回多職種連携研修会を開催している。

87 医療従事者等の役割の
見直し

看護師に求められる役割
の変化（医療と介護の連
携に看護師が果たすべき
役割）についての検討

（令和元年度）
・１月３１日に多職種連携研修会で患者の意思決定を
引き出すコミュニケーションスキルについて学んだ。
（参加者７１名）

88 在宅医療の関連多職種を
コーディネートする職員
の配置、役割、権限など
の検討

・川上診療所では在宅医療コーディネーターを配置し
多職種連携を強化している。

4
地域での自立
した生活に寄
り添う基盤の
整備

4-1
地域包括ケアシス
テム構築に向けた
医療分野の関与強
化

4-1-2
介護分野・交通分野と連携して、医療機関
利用者の利便性向上に向けた通院支援や交
通施策を検討します。

4-1-3
在宅医療を担う人員等の拡充に向けて、市
内医療機関等が連携して検討します。

（平成３０年度）
・市内で分娩施設の設置が現実的ではないこと、現行
の多様な出産、子育て支援サービスにより妊産婦の不
安は少ないことを共有した。今後は、子育て世代では
ない市民にもサポート内容を周知していく。

4
地域での自立
した生活に寄
り添う基盤の
整備

4-1
地域包括ケアシス
テム構築に向けた
医療分野の関与強
化

4-1-1
多職種連携の現場における意見を把握し、
医療従事者が疲弊している現状にも配慮し
ながら、地域包括ケアシステム構築のため
に医療が担うべき役割や目標を検討しま
す。

（平成３０年度）
・市内で分娩施設の設置が現実的ではないこと、現行
の多様な出産、子育て支援サービスにより妊産婦の不
安は少ないことを共有した。今後は、子育て世代では
ない市民にもサポート内容を周知していく。
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通番 基本方針 取組みの方向性 施策 成果・進捗状況考えられる検討事項

89 プライマリ・ケアの実
践、患者本人の意思決定
ができなくなる前に患
者・家族と医療従事者が
治療・療養の方針を話し
合う、ＡＣＰへの取組
み、在宅看取りへの対応
等の検討

（令和元年度）
・９月２５日に多職種連携研修会でＡＣＰの正しい理
解と支援者としての関わり方を学んだ。（参加者６９
名）
・１０月１１日に県医師会主催のＡＣＰ研修会を講師
に岡山大学松岡順治先生をお迎えし開催。
（参加者５７名）

90 市内医療機関が取り組
むインセンティブ

市内医療機関が効率的
に取り組むための方策

91 4-2-1
住民が不安・不満を感じているポイントを
踏まえて、市内医療機関の実績、考え方等
についてのわかりやすい説明・訴求を強化
します。

地域医療の実情 本市の優れた医療従事者
のPR

（平成３０年度）
・高梁市医療計画の内容を平成３０年広報たかはし６
月号で特集を組みＰＲした。また、座談会を開催し、
吉備ケーブルテレビで放送した。
・高梁市医療・介護市民公開講座を１月２７日に開
催。
・高梁医師会で看護師募集のＣＭを作成。
（令和元年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を２月１６日に開
催。
・市では行政放送で地域枠医師や看護師を取材。

92 市内医療機関で対応可能
な疾患のPR

・同上

93 受療のあり方 コンビニ受診の抑制 （平成３０年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を１月２７日に開
催。
（令和元年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を２月１６日に開
催。

94 かかりつけ医の定着 ・同上

95 在宅医療の普及・啓発 ・同上
（令和元年度）
・１１月１６日に看取りでの経験を語る会～人生の最
終段階の過ごし方と在宅医療を考える～と題し、講演
会を開催。
（参加者２００名）

96 人生の最終段階における
療養生活の過ごし方や医
療などについて、家族や
医師等と話し合うことの
重要性

（令和元年度）
・１１月１６日に看取りでの経験を語る会～人生の最
終段階の過ごし方と在宅医療を考える～と題し、講演
会を開催。
（参加者２００名）

97 市内医療機関の担う役
割

市内の医療機関で受けら
れる医療についての適切
な啓発

（平成３０年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を１月２７日に開
催。
（令和元年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を２月１６日に開
催。

98 病院主治医と在宅医の二
人主治医制の検討

（令和元年度）
・高梁医師会において、「訪問診療医師の会」が立ち
上がり、訪問診療を始め、二人主治医制等の話し合い
が行われている。

99 市民参加型の場 医師が住民と直接対話す
る場の拡大・展開

（平成３０年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を１月２７日に開
催。
（令和元年度）
・高梁市医療・介護市民公開講座を２月１６日に開
催。

100 市や一般社団法人高梁
医師会のホームページ
の活用

（令和元年度）
・市ＨＰへ高梁２０２５～地域医療の高梁モデル構築
に向けた１００の検討とアクション～として平成３０
年度の成果を公表。
・広報計画を策定し、計画的に医療の内容を広報し
た。
（令和２年度）
・市ＨＰへ高梁２０２５～地域医療の高梁モデル構築
に向けた１００の検討とアクション～として令和元年
度の成果を公表。

4-2
住民目線に立った
説明の強化

5


